
事象から属性へ ―ラレル形動詞構文の事例 ― 
 

益岡隆志 

 

1．はじめに 

叙述類型論（益岡（1987, 2008, 2021），影山（2009a, 2012, 2021）・Kageyama（2018）） 

  事態の叙述における2つの重要な類型の区別 

  ◇モノの叙述（「属性叙述」（property predication）） 

    モノに備わった属性の叙述 

    （1） 日本は島国だ。 

    （2） あの人は（性格が）優しい。 

    属性叙述構文の構成：対象表示部分と属性表示部分の相互依存関係 

「主題ｰ解説」という二部構造 

    本来的属性：「カテゴリー属性（カテゴリー所属）」（名詞述語構文） 

「性質属性（性質所有）」（形容詞述語構文） 

  ◇デキゴトの叙述（「事象叙述」（event predication）） 

特定の時空間に実現するデキゴト（事象）の叙述 

     （3） 親が子供に鍵を渡した。 

事象叙述構文の構成：述語が主要部 

述語・項構造，時間性（テンス・アスペクト）の関与 

    動的事象vs.静的事象（一時的状態） 

（4） あの人は好調だ。 

 

本発表の目標 

事象と属性のつながりの在り方を日本語のラレル形動詞構文の事例を通して検討する。 

 

 本発表の構成 

  第2節 ラレル形動詞構文の概要 

  第3節 受動構文における属性の派生 

  第4節 可能構文における属性叙述 

 

2．ラレル形動詞構文の概要 

ラレル形動詞構文とヴォイス 

  日本語のヴォイス体系（益岡（準備中））：語彙的ヴォイスと文法的ヴォイス 

 

ラレル形動詞構文：rare(-ru)の付加 

［多義的］自発・可能・受動・尊敬 

   橋本（1969），寺村（1982），Shibatani（1985）・柴谷（2000），Jacobsen（1992），尾上（2003）， 

川村（2012） 
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  Shibatani（1985）：“agent defocusing” 

 

スル（ACT）からナル（HAPPEN）へ：行為から事象発生へ（動作主の背景化） 

  ◇自発構文・可能構文の場合 

（5） 自然と故郷のことが思い出された。 

（6） この質疑応答では，日本語が使える。 

 （7）  あの人は日本語が話せる。 

 

  ◇受動構文の場合 

ACTからHAPPEN -TO-X（Xの前景化）へ⇒主語（中心項）の交替 

（3） 親が子供に鍵を渡した。［スル（ACT）］ 

  （8） 子供が親に鍵を渡された。［ナル（HAPPEN-TO-X）］ 

 

以下，事象と属性のつながりを見るために，受動構文（3節）と可能構文（4節）を取り上げる。 

 

3．受動構文における属性の派生 

3.1 受動構文と叙述の類型 

 受動構文：ナル（HAPPEN-TO-X）⇒事象叙述（動的事象） 

 

受動構文の二類（Kuroda（1979），益岡（2019）） 

◇「受影受動」（固有）：［XガYニ～V-ラレ(ル)］（受影者Xと与影者Yの二者関係） 

直接受影受動と間接受影受動 

   （8） 子供が親に鍵を渡された。 

（9）  親が子供に一晩中泣かれた。 

 

◇「中立受動」（非固有）：［Xガ（Yニヨッテ，など）～V-ラレ(ル)］ 

   （10）  マッキンリーは，当時ニューヨーク州バッファローで開催中の博覧会を訪れた際，ポーランド系ア

メリカ人のアナーキスト，レオン・チョルゴッシュによって銃撃され，八日後に死去した。（中野

耕太郎「20世紀アメリカの夢」） 

（11）  昭和22（1947）年に末永雅雄博士らの手によって発掘調査が実施された。（黒姫山古墳（大阪府堺

市）の説明板） 

 

3.2 属性の含意（益岡（1987），影山（2009b, 2021），岸本・影山（2012），三原（2019）） 

受影受動の場合 

 （8） 子供が親に鍵を渡された。 

（9）  親が子供に一晩中泣かれた。 

  （12） *この雑誌は，太郎によく読まれている。（益岡（1987）） 

  （13） *この論文は，チョムスキーに数回読まれた。（益岡（1987）） 
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 受影受動としては成り立たなくても，属性叙述として許容され得る。 

  （14） この雑誌は，10代の若者によく読まれている。（益岡（1987）） 

      「雑誌」：特徴項目としての“読者”の喚起⇒性質属性の含意 

  （15） この論文は，チョムスキーに数回引用された。（益岡（1987）） 

    「論文」：特徴項目としての“実績”の喚起⇒「履歴属性」（→性質属性）の含意 

 

属性叙述への道筋 

事象を表す叙述における属性の含意：言語外知識の介在 

 

4．可能構文における属性叙述 

4.1 自発構文・可能構文と叙述の類型 

  寺村（1982），Fellbaum（1985），柴谷（2000），尾上（2003），本多（2005, 2021），渋谷（2006）， 

川村（2012），吉田（2021） 

 

 自発構文と可能構文の意味的連鎖（柴谷（2000），渋谷（2006），川村（2012），吉田（2021）） 

［自発（動的事象）→事象実現（動的事象）→状況可能（静的事象）・能力可能（属性叙述）］ 

史的変化に対応 

 

 ◇自発：無意志的実現 

  （5） 自然と故郷のことが思い出された。 

 ◇事象実現：意志的実現（「意図成就」（尾上（2003）），「実現可能」（渋谷（2006））） 

  （16） その子は上手に歌えた。 

 

4.2 可能構文における叙述のタイプ変容 

 事象実現から事象実現の可能性の存在へ 

（6） この質疑応答では，日本語が使える。 

“状況可能”：事象実現の条件が特定の状況に帰される⇒一時的状態（静的事象） 

 （7）  あの人は日本語が話せる。 

“能力可能”：事象実現の条件が主体（動作主）に帰される⇒属性叙述 

 

 属性叙述を表す可能構文（属性叙述型可能構文）の二類（cf. 寺村（1982）） 

  ◇「動作主型」（上記の能力可能）：主体の動作主性の背景化 

    （7） あの人は日本語が話せる。 

事象実現の条件が主体の能力に帰される 

     主体が事象実現の能力（属性）を所有⇒性質属性（形容詞述語構文と同質） 

  ◇「非動作主型」：動作主の取り外し（cf. 吉村（2020）） 

    （17） この茸は食べられる。 

    （18） この鋏はよく切れる。 

    （19） この町は快適に暮らせる。 
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事象実現の条件が対象や道具の属性に帰される 

     対象や道具が事象実現の属性を所有⇒性質属性（形容詞述語構文と同質） 

 

 属性叙述への道筋 

主体や対象の属性を表す叙述へのタイプ変容 

 

5．まとめ 

 受動構文・可能構文における事象と属性のつながりの在り方（cf. 鈴木（2022）） 

◇受動構文：受影受動構文の場合 

事象を表す叙述における属性の含意：言語外知識の介在 

◇可能構文：属性叙述型可能構文の場合 

主体や対象の属性を表す叙述へのタイプ変容 
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